
＜補足＞

○集計グループ　　　　全体集計（5～8号館実施科目+11号館実施科目全体） １．評価平均方法

○アンケート回答数 （１ｘＮ＋２ｘＮ＋３ｘＮ＋４ｘＮ＋５ｘＮ＋６ｘＮ＋７ｘＮ）／Ｎ１

受講者数 12498 人 Ｎ=人数

回答数 3928 人 Ｎ１＝総人数

回答率 31.4 ％ ※同一の設問に複数回答があった場合は、点数に含まれていません。

【設問別評価集計表】

評価１ 評価２ 評価３ 評価４ 評価５ 評価６ 評価７

(1) 5.9 59 40 108 338 564 1,384 1,435 1(1)

(2) 5.5 155 99 214 455 708 1,025 1,272 1(2)

（3） 5.5 85 89 162 362 936 1169 1125 1(3)

（4） 5.7 75 75 134 293 772 1,177 1,402 1(4)

2(5)

(5) 5.7 126 91 157 324 590 1,092 1,548 2(6)

(6) 6.0 55 40 72 295 550 1,195 1,721 2(7)

(7) 4.2 36 62 228 2,732 549 163 158 2(8)

(8) 5.6 79 76 174 436 751 1,130 1,282 2(9)

(9) 5.7 87 56 131 451 619 1,229 1,355 3(10)

3(11)

3(12)

(10) 5.7 265 35 107 281 524 858 1,858 4(13)

(11) 2.2 1,044 1,760 771 201 64 28 60

(12) 4.1 116 144 139 2,882 408 120 119

4 (13) 5.7 93 91 154 356 694 1,193 1,347この授業に対する総合的な満足度について。

３．履修者（学生自身）について

3

この授業に対する出席率について。

1回の授業に対する予習・復習の平均時間について。

課題（宿題、レポートの提出、予習・復習など）の量について。

４．総評

２．担当教員について

2

担当教員の話し方は聞き取りやすく、理解しやすいものだった。

担当教員が熱意をもって授業を行っていた。

この授業の進行速度について。

担当教員は学生が集中できるように学習環境の維持に努めていた。

教科書や配布・提示資料（パワーポイント・ビデオ等）は授業内容の理解に役に立った。

１．授業について

1

講義要項（シラバス）に示されていた学習目標や内容と合致していた。

学生が能動的に参加したくなるような授業であった。

この授業の内容を理解し、習得できた。

この授業によって、新しい知識の習得、または、自身の能力の高まりや成長につながった。
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